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１．関数 ( ) (1 )nf x x= + を考える。 

（１） )(xf を
2x の項までマクローリン展開せよ（ 1x における )(xf の２次近似式）。 

（２） 「102」という数値は )02.01(102100 2 +×=+ と表現できる。（１）の結果を用いて

5)102( および 102 の近似値を求めよ。 

（３） 
5)102( および 102 を実際に電卓もしくはエクセルを用いて計算し、（２）の近似値

と比較せよ（エクセルではそれぞれ『=102^5』、『=SQRT(102)』と入力すればよい）。 

 

２． 1x であるとして、次の式の
2x のオーダーまでの近似式を求めよ。 
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（２） 1 sin x+  

３．オイラーの公式 θθθ sincos iei += と三角関数の加法定理を用いて、以下を証明せよ。 
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は微分しても実部と虚部は混じらない） 
 

４．ばね定数 kのばねに質量mの球がつながれている。 0=x はつ

りあいの位置とする。 
（１） 球の位置 xに関する運動方程式を書き表せ。 
（２） （１）の運動方程式の解として、 )(tf と )(tg が見つかっ

たとする。このとき、関数 )()( tBgtAf + （ BA, は任意定

数）も運動方程式の解であることを示せ（この性質は、線

形微分方程式一般に成り立つ）。 

（３） 運動方程式の解として tex α= の形を仮定する。これを運

動方程式に代入し、α の値を求めよ（ 0 /k mω ≡ と定義

せよ）。 
（４） （２）、（３）の結果より、運動方程式の一般解（任意定数を含む解）を求めよ。 
（５） 時刻 0=t に位置 0=x にあった球に上向きの初速度 0v を与えた。その後の時刻にお

ける球の運動（運動方程式の解）を求めよ。 
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